
中学校数学科において、 
数学的思考力を向上させる指導の工夫  

－解決までの過程を説明する活動を通して－ 

算数・数学班 栗原 一茂 （中学校教諭） 

 
○授業中では解けるが、テストになると何も書けなく 
なってしまう。 
○答えがあっていればよしとしてしまう。 

生徒の実態 

手立て １   基本的な内容の確実な定着 

授業開始時の小テストを 

ヒントカードに 

毎週金曜日の計算練習
40問 

パワーアップタイムでの 

レベル別ドリル学習 

単元ごとの要点プリント
の配布 

手立て ２   思考過程の明確化 

 

○計算練習を繰り返し行ったことで、４月に比べて確実に  
平均点の上昇が見られた。生徒たちも、計算問題は自信
を持って取り組むことができている。 

○友達を納得させることを意識させて考えさせたことで、
答えだけでなくその理由や答えに至るまでの過程を説明
できる生徒が増えてきた。 

 

○基礎的な内容の定着においては授業以外の部分、特
に宿題に頼ることが多く、意欲の高い生徒と低い生徒で
の差が大きくなってしまった。 

○思考過程を表現するために、何を使ってもよいことに
したため、逆に使える手段が多すぎて混乱してしまう生
徒もいた。 

 

既習事項を活用して、 
問題を解決するまでの手順を理解している生徒 

目指す生徒像 

成果 課題 

解決までの目標を細か
く設定する 

ペアやグループ学習
で周りの友達を納得

させる 

式・言葉・グラフ・図など使
えるものは何でも使う 

全体発表で周りの友
達を納得させる 

実践１ １次方程式 実践２ 比例と反比例 


